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1軌 跡
対 英 戦 争(1812.6.18.-1814.12.24.)は ニ ューオ ル リー ン ズの 戦 闘 で ア
メ リカ軍 が 大 勝(1815.1.8.)し て2月 に終 結 した 。(外 交 上 の 終 結 と 現
地 に おけ る戦 闘 終 了 とでは 日時 が相 違 す る もの であ る。)こ の 頃 か ら ユ ー トピ
ア建 設 の夢 が 急 速 に広 が り,多 数 の移 民 が 新 大 陸 ア メ リカに 流 入 した 。北 部 移
民 は イ ギ リス 的 資 本 主 義 社 会建 設 に,南 部 移 民 は 奴 隷 使 用 の 綿 花 栽培 に よる 自
由社 会 建 設 に,西 部 移 民 は フ ラ ンス革 命 理 論 に基 づ く新 社 会 建 設 に,そ れ ぞれ
激 しい意 欲 を 燃 や した 。 こ うい う資本 主 義 初 期 の時 代 に,ピ ュ ー リタ ニズ ム の
雰 囲気 が まだ 残 って いた 田舎 町 コ ン コー ドに ソー ロ ウは生 まれ(1817.7.12.)
育 った 。 経 済 的 に苦 し い ソー ロ ウが アル バ イ トを しなが らハ ー ヴ ァ ー ド大 学 を
(1)(z)
卒 業 した1837年 は不 況 で,彼 も ブ ラ ウ ンス ンや ビ グ ロー牧 師 や 同 級生 な どに就
職 依 頼 状 を 書 いた 。 そ れ らの うち ニ ュー ヨー ク州 北 部 のバ タ ーナ ッ ツ村 で教 鞭
を とる同 級 生 ヘ ン リー ・ヴ ォ ーズ あ てに,厂 君 が 期 待 した よ うに,霧 の なか で
渓 流 が 涼 し い音 を 立 て なが ら泡 立 つ渦 を 巻 いて 流 れ て い るか ね。 村 人 達 は抜 け











兄ジョンが参加 して塾は活況を呈 した。しかし,兄 の病気(後 に破傷風で1842.
1.11.に 死去)に よって塾を閉鎖(1841.3.)し,彼 は1年 間,ス ターテン
島のウィリアム ・エマスン(R.W.エ マスンの兄)家 の住込み家庭教師(1843.
5.)と してニューヨーク生活を体験した。 その後は兼業農家の両親の家に同
居 して鉛筆製造の手伝いや,正 確 さを買われた測量仕事などによって生計を立
てた。アルバイ トで最少限度の生活費を得れば十分で,生 活のための努力は無
駄な必要悪だと彼は考えたから,自 然観察,瞑 想,読 書,執 筆などに大部分の
時間を使った。このような趣味に生 きる態度は勤勉努力を高く評価する周囲の
人びとか らは軽蔑の白い眼で見られた。 「私は実務に向かない人間です。社会
の目的を推進するとい うような仕事に私を使 うのは,頑 丈な船材の代 りにかげ
ろ うを使 うようなものです。 明日は鉛筆製造業者になる運命の私は,し ぼ らく
(4)
地上でア ドメー トス王に仕えたアポロ神に同情 します」などと書いた。彼は真
面目一点張 りの人間で,鉛 筆製造や測量に関 しては有能であったかも知れない
が,た き火の不仕末で山火事を起したこともあ り,後 には,「 私の眼は経験に
よって鋭 くなったので,多 くの人びとがいかに賤 しく,些 細な生活をしている
(5)
かがよくわかる。……一般大衆は静かな絶望の生活を送 っている」と言 った り
して,人 びとがいかに無意味で無駄な生活をしているかということを力説 した
ことなどから,冷 淡な変人だ と人びとに敬遠された。 しかし,エ マスソ,エ ラ











死 物 として 扱 って い る と しか 映 らなか った 。人 工 に よ る もの は 自然 と直 接 には
結 びつ か な い もの で あ って,自 然 界 にだ け 自然 と人 間 との 対 話 が あ る と 彼 は
くの
考>xた 。 『一週間』(1848)の なかの雑談的部分をローウエルは 厂静かな川の
旅を している時に読者を水中に振 り落す よ うな ものだ」 と批判 したが,こ の
部分にこそ自然 と人間の対話が聞かれるので はな いか。 ソーロウの自然は,
『一週間』のなかでは 「かさかさ鳴る木の葉や穀物や葡萄の房の向こう側」に




言った。 ソーロウが 自然界に求めたものは野性であって,西 部大草原にあこが
れて東部物質文明社会を拒否したのも野性を求めたか らで,こ の点に彼の社会
評論家 としての立場がある。そして,自 然界には人間界に見 られる無駄な複雑
さがないということに気づいて,彼 は簡素化を求めた。そのために彼はウォル
デン池畔の簡易実験生活(1845.7.4.-1847.9.6.)を 実行した。この2








行 し,コ ーヒーや紅茶など刺戟物を避け,肉 類を不快なものとして拒絶し,パ
くの
ソとジャガイモを主食にした。簡易生活によって清純高貴な心境に到達できる
とソ尸ロウは確信 した。恐 らく,こ んな風に信 じたのは肺結核による神経過敏
と兼業小作農の息子 という貧 しい生活環境に育ったことが原因であったと思わ
れる。ハーヴァー ド大学在学中にしばらく休学 したのも肺結核のためであ り,
ζの病気によって満44歳 で世を去った。彼はr野 蛮人の強健 と文明人の知能を
ロゆ結合










会における政治的生活のことであった。彼は二sヨ ークで知 り合った グリー
リーあての書齢 なかでウォルデ牲 活の反省と物の見方をこう書いた.「 荒
っぽい仕事をなんでもや りました。1845年7月 か ら1847年9月 まで森 のなか
で,し っくい塗 りのち ょっといい暖かい小屋で独居生活をしました。手作 りの
小屋です。必要品は 自分で手に入れ,自 分のことだけを考>xて暮 しました。私
以上に,汗をかきたけれぽ別ですが,な にも額に汗 して生きてゆく必要はないで
しょう。金がなくてやってゆけないなら(ほ んの少 しあればいいでしょうが),
1日1ド ルの労働者になるのがもっとも偽 りのないや り方です。とてもそれだ
けではと思われるかも知れませんが,何 種類かの労働をやった経験か ら専門家
として私は言 い ます。 なぜ,学 者はいつも運が悪いと不平を言 うのでしょう
か。 『むずかしい知識の探求』 というようなことを あるいは,詩 人の生活
はどれほど後援者に頼っているかとか,屋 根裏部屋で飢えているとか,つ いに
気が狂って死ぬとかい うようなことを あまりにも厦々耳にします。実は,
この話の裏が聞きたいのです。 学者 が,も し,一 般人よりも本当に賢明な ら
ば,な ぜ,時 には働かないのでしょうか。す ぐれた知識で,な ぜ,物 がなくて
もやれるようにしないのでしょうか。もし,賢 人は不幸だとあなたが言われる
ならば,ど うい うようにして,賢 人を不幸な凡人と区別するのでしょうか」 と
書いた。 ソーロウは,と くに金銭を軽蔑したように思われる。例えぽ,「 金銭
を得る方法は,ほ とんど例外なしに人を堕落させる。金を稼 ぐためにだけ何か











ても旅行者で,読 書による世界旅行に出発し,あ まりにも概括的だが,驚 くほ
むうど広
い足跡を残 した。一般に,作 家は想像世界 と現実世界という二つの異質な
世界を心にもっている。さらに,ソ ーロウは自分を批評する客観性 と行動する
ロタ自分と
い う主観性 とを強 く意識していた。この分裂 した二つの世界を統一融和
しようとすれば,宗 教的世界に入 らざるを得ないであろう。 ソーロウは東洋の
書物によってヒンズー教や仏教の寺院を歴訪 し,す べての宗教が気に入った。、
ロオ「私
は何か一つの特定の宗教なり,哲 学な りを選ばない」 と彼は語った。これ
を素朴に受けとめるとソーロウの宗教を世界宗教 と呼ぶのがいいように思える
が,こ の態度は他人の信仰を妨害しないという個人主義か ら出たもので決して




の淵が近づいたと思われる時,そ の河の彼岸がどんなふ うに見えるか」 とソー
ロウ
ロウに聞 くと,彼 は 「一度に一つの世界」と答えた。現在を生きることがすべ




もたなかった。そのために,彼 には教会へ行 く必要は全 くなかった。彼の態度
は独善的だと言えばそ うかもしれないが,一 炊の夢の優劣を誰が問えよう。
II作 品
ソーロウは青年時代か ら詩作をしたが,エ マス ン同様に小説や戯曲には目も
くれなかった。 彼は生前2冊 の単行本を出版 し,死 後に評価された文人であ
る。処女作品はエマスンの尽力で出版 した 『一週間』である。これの大部分は
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ウォルデン生活中に書かれ,全 額 自費出版であった。 ソーロウは日記 に こ う




てきた。 初版1000部 中の706部 で,4年 前に私がマンロー社か ら買い取っ
て以来支払いを続けて,い まだ払い終っていないものである。」第二の書物は
⑳
グリーリーの尽力で出版 したrウ ォルデン』(1854)で ある。これは ソーロウ
が7回 も書き直したもので,文 体にも内容にも配慮が行 き届いていて,こ れか





ソーロウの作品が売れなかったのは,イ ギ リス風な作品が ゜rに求められて
'ヤ・たのに
,両 作品 ともアメリカ風であったからだ と言えよう。彼は外国旅行記
をよく読んだが,海 外旅行をしなかったのは健康 とか経済とかの理 由のほかに
その必要性を認めないほどの一種の愛国心の持主であったからである。彼の両
代表作品よりも大学生時代から死の直前まで彼が書き続けた日記(1837-61)
に注 目すべきか もしれない。これには彼の瞑想や 自然の霊感などが書きこまれ
ている。 ソーロウもエマスン同様に,多 くの場合に作品の素材を 日記 に求 め
た。彼の日記は内外両面の生活記録だから,こ れを彼の自叙伝 と呼 ぶ こ と も
できるρこの日記が彼の手作 りの樫の箱に保存されていたのは,『 一週間』 と
『ウォルデン』を失敗作だ と感 じた彼がこの日記を代表作品だと想像 していた
からであったと思われる。
ソーロウは,豊 かだとい うことは貧 しいとい うことであ り,豊 かさを手に入
れるためには徹底的に貧 しくならなければならないと考えたから,「 生活はも
っとも富める時にもっとも貧 しく見えるものだ」などと言った。物質を無視す




死 後 か ら開 拓 線 が 消 滅 し た 頃 に か け て,よ うや く 自然 観 察 者 と し て 注 目 さ れ,













20世 紀 に 入 っ て か ら は,彼 が 自然 観 察 者 と し て だ け で な く
,思 想 家,評 論 家
と し て も 認 め ら れ る よ う に な り,1917年 に は コ ン コ ー ドで ソ ー ロ ウ 生 誕 百 年 祭
が 挙 行 さ れ た 。1929年 の 大 恐 慌 に よ っ て 現 代 ア メ リ カ 文 明 に 対 す る 批 判 が そ の
頂 点 に 達 し た 頃 か ら ソ ー ロ ウは 広 く見 直 さ れ る よ う に な り,彼 の 作 晶 と 研 究 書
は続kと 出版 された.な かでもキャンビーの評昌 ま、939年か ら4。年にかけてベ
カス ト ・セ ラー に な り
,1941年 に は ソー ロ ウ協 会 が設 立 され,定 期 的 パ ソ フ レ ッ
トも出版 され る よ うに な った 。
ソー ロ ウが 長 い 間,評 価 され な か った も う一 つ の理 由は 彼 が 誤解 され たか ら
で あ る。 一 流 批 評 家 に よ る偏 見 は 長期 間 にわ た って大 きな 影 響 を与 え る もの で
あ る。当 時 の文 壇 の 重鎮 で あ り,彼 の母 校 ハ ー ヴ ァ ー ド大 学 教授 で あ り,外 交
官 と して も活 躍 した ロー ウ ェル の 批評 が それ であ った 。名 門 出 の貴 族 的 ロー ウ
ェルが 貧 しい ソー ロウを 身 の ほ ど知 らず の 田舎 者 と見 下 した の は,当 時 と して
は 環 境 の相 違 か らや む を 得 な か っ た。 偉一 ウェル編 集 の 厂ア トラ ンテ ィ ッ ク ・
マンスリー悌 ・号に寄 稿 した ソー ウが第2号 への舗 鉐 なか℃ 「松
は私のように不滅であ り,多 分,天 までも伸びて,そ こで私の頭上に饗えるで
一7一
あろ勤 とメインの森の松を描写 した部分を ローウェルが無断削除するとい う
事件が起った。 ソーロウは ローウェルあての書簡で削除は侮辱だ と怒 り,8月
号に削除部分を掲載するように要求した。 しかし,ロ ーウェルはそれを無視し
たにとどまらず,ソ ーロウを利己主義の怠け者だ と酷評した。 さらに,ソ ーロ
ウとい う男は奴隷解放運動が政治活動に発展すると,こ の運動を軽蔑 し,冷 淡
な傍観者になったと非難 した。 ソーロウは政治嫌いであったが,奴 隷解放問題
には大 きな関心をもち続けた。彼は 「政治と道徳が別であることを,政 治は道
徳上の正義を保証できず,便 宜的なことだけに関心をもち,当 選しそ うな候補
者 いつも悪魔だが を選ぶという事実を,人 類は永久に悟 らないのだろ
う乱 とい うよう瞰 治問題 と道欄 題の間に鯨 を画していた.さ らに,ウ
ォル デ ン生 活 に 関 して も,ロ ー ウ ェル は 自然 の 生 活 を 自慢す る よ うな 人 間 は感
傷 的 な人 間 嫌 いで,自 分 に つ い て の不 安 な気 持 を 慰 め て い る にす ぎ な い と ソ ー
ロ ウを 批 判 した 。 しか し,ウ ォル デ ン生 活 は逃 避 とい うよ りは人 間生 活 の 再 吟
味 とい うべ き積 極 的 な 面 を よ り強 く も って い た。 憤 慨 した ソ ー ロ ウは,こ の 事
件 以後,ロ ー ウ ェル の雑 誌 に は 一 切寄 稿 しな か った 。 しか し,長 い もの に 巻 か
れ る世 の常 と して,人 び とは,R一 ウ ェル が有 力者 であ るた め に,ソ ー ロ ウを
忘 れ 去 り,彼 の名 が 出て も エ マス ンの 亜 流 ぐ らい に しか 思 わ な か った 。 あ る い
は,嫁 ステ、ブンス9の ソー・ウ批判セこも齟 すべ きである.文 学 とは鰈
であ り,作 家は人生を脚色 して面白おかしく物語ればよく・一種の売春婦だと
い う意見をスティブンスソは抱いていた。こうい う文学観に対 して,ソ ーロウ
は想像力を通過した事実こそ最高の詩だと主張し,真 実の思想 もなく生活もな
い小説な どは読むに価しないと言った。彼はまた,「 簡明な言葉 こそ,い つも
その必要性が轗 されてい礬」 とい う覩 をもっていた.文 体 と瞰 巧であ
り,作 品内容 とリズムは一致していなければならず,そ のためには訓練がもっ
とも必要だ と考えたスティブンスンは,文 体は作者の人格から生まれるとい う
ソーロウの文体論など問題にしなかった。たしかに,『 市民の反抗』や 「ジ ョ
ン ・ブラウン隊長弁護」な どは,と きどき指…摘されるように時間不足のために




の批 判 を そ の ま ま肯 定す るの は無 理 で あ ろ う。2週 間 の 舟 遊 を1週 間 に,2年
2か 月 の ウ ォル デ ソ生活 を1年 に して い る よ うに 両 作 品 と も彼 の 実 際体 験 の忠
実 な記 録 では な い。彼 は 象徴 とい う技 巧 に よって 客 観 世 界 を 主 観 世界 に変 え,
物 質 を精 神 に変 え た 。r市 民 の反 抗 』 は現 実 で は な く理念 の世 界 を書 い た も の
であ る。 政 府 に 反 撃 す る正 義 漢 ソー ロ ウを 理 解 し よ うと しな い ホ ーム ズ の 目に
は 彼 は近 代 文 明破壊 者 と しか映 らなか った 。 これ らの 有 力文 人 の批 判 の た め に
ソー ロウ評 価 は 大 幅 に遅 れ た。20世 紀 に入 って ソー ロ ウ評 価 が は じ ま り,彼 は
エ マス ン と肩 を並 べ,や が て,エ マ ス ン以 上 に 評 価 され る よ うに な っ た。 しか






IIIrウ ォル デ ン』
ソー ロ ウの 代表 作 品 は 『ウ ォル デ ン』 で あ る。 本 書 の構 成 に関 して 注 目す べ
㈲ 鱒
き こ とは,マ シ ーセ ンや シ ャー マ ン ・ポ ール な どを は じめ と して多 くの 研 究 者
が 指摘 して い る よ うに,そ の構 成 原 理 が 季 節 の め ぐ りだ とい うこ とであ るご ソ
ー ロ ウの 経 験 と回 想 を語 る 厂読 書 」("Reading")と 「音 」("Sound")と 「孤
独 」("Solitude")の 三 章 で 夏 が は じ ま り,厂 ベ ー カ ー農 場 」("BakerFarm")
と 厂よ り高 い法 則 」("HigherLaws")と 「野 性 の 隣人 」("BruteNeighb�rs")
の三 章 で 夏 が終 る。 続 い て 「暖 房 」("HouseWarming")か らは じ ま る経 験 と
回 想 に 入 る。 冬 で あ る。 冬 は 「春 」("Spring")と 「結 び 」("Conclusion")で
自然 の再 生 を期 待 して終 る。 この め ぐ りを 古机 の枯 板 か ら現 わ れ る虫 の話 を 引
用 して象 徴 的 に ソー ロウは 語 った。 「ニ ュー ・イ ソ グ ラ ン ドに 広 ま って い る こ
の話 は誰 で も聞 いた こ とが あ るだ ろ う。 は じめ は コネ テ ィ カ.yト 州 で,そ れ か
らマサ チ ュー セ ッツ州 で 農家 の 台所 に60年 間 も置 か れ て い た林 檎 の木 の古 机 の
一g一
乾いた袖板か ら美 しい丈夫な虫が生まれた話である。その卵の外側に広がって
いる年輪を数えると,古 机が作 られた時より何年 も前に,こ の林檎の木が生き
ていた頃に産みつけ られた卵が孵化したものであった。 コーヒーわかしの熱に
でも暖められて孵化 したのであろうが,そ の時には,こ の虫が板を噛む音が数
週間も聞かれたという。この話を聞いて,復 活と不死に対する信仰が強め られ
るのを感 じない者がいるだろうか」,あ るいは,「われわれの生命は川の水の よ
うだ。今年はこの川が誰も知 らないほど水かさを増 して乾いた高地を水浸 しに






め ぐりである夏の終 りに出てくるか ら,第 二のめ ぐりである冬の終 りの 「春」
と 「結び」に対置される。そして,「 春」 と 「結び」 の経験は 「よ り高 い法
則」の経験よりも強烈である。季節のめ ぐりと弁証法的とい う構成原理をもつ








なけれぽ足を加えて,指 の数以下にすべきだ」 とか 厂料理の皿数はで きるだけ
少 くせよ」 とかいうよ うな具体的な簡素化の必要を彼は 『ウォルデン』のなか
で屡々語った。そして,「 より高い法則」では他の章におけるよりも高次元で






きだ。野趣 と冒険があるか ら私は今でも魚釣 りにあきない。私は時には人生を
野蛮に撒 て,旧 樹 伽 ようにすごした萬 齬 ったの瞰 繍 の'oy¥ラド
ッ客スとい うよりも簡素化への努力を示すものである。あるいは,「 漁夫,猟
師,木 ζ り。などは林や野原でか日を送 り.,∴特別の意味で自然の一部分になって
いるから,仕 事の合間に何かを期待して自然に近づ く哲学者や詩人より,も自然


















ると彼は考えた0こ の変化を彼は進化 と捕えたので∫彼の純粋弁護 と不純非難
セこは,両 者を対立的に捕えたピュー リタニズムは見 られない。 より高い法貝恥と
精神が従 う時には不潔で肉欲的なものでも清浄で純粋なものに変化すると彼庶
考えた。清浄な霊魂は生命が閉 じこめ られている因襲の殻を破って現われると
いうのである。 っまり,表 面を通して実体を,多 を通 して一を,見 るのであ
るo・彼に・よると,自 然は機械的ではな く有機的であって霊魂の力に満ちてい
る。これはエマスZの 考え方 と同じであるが,両 者は自然に対する接近法が全
憎11一
く異っていた。 書斉の勝負師エマスンは観念論で 自然世界を見事に消し去 っ
て,精 神世界だけを残したが,森 の行者ソーロウはエマスンの観念論を拒絶 し
て最後まで自然に立ち向かい続けた。 「より高い法則」に見 られる哲学的感覚
は,根 本的にはソーロウ独 自のものではなく,エ マスソの 『自然論』に教 えら
れたものであった。両者を比較すると,ソ ーロウはエマスンよりも,よ り詩的






神的現実を論 じた。はじめの部分において,彼 は,よ り高い生活である精神生
活へ向かお うとする本能を自分のなかに発見した。彼が社会法則や経済法則の
基礎に精神法則の存在を認識したところである。 ソーロウは 「もし,人 間が自
分の本能のかすかでも不断の暗示に耳を傾けるならば,そ れがどこまで 気
が変になったかと思われるほどまで その人を導 くか想像もできない。その
人が一層かた く決意して,そ の暗示に忠実になるにつれて,そ の方向に進むべ
⑯
き道があることがわかって くる」と述べた。彼が言 う本能の暗示とは,ノ ーマ
㈲
ン ・フォスターが 「ソクラテス風の内観」 と呼んだ ものと同じであ り,エ マス
ンが 厂窮極の内的実在」 と言ったものと同じである。 ソーロウ自身が 「毎 日の
生活の真の収獲は朝 と夕の色彩に幾分か似ていて,手 にふれ難 く,言 葉に表現
㈹








らされた。そして,自 分は青春の活力をもた らして くれる女神ヒービー(Hebe)
　り
の信者だとい うことに気づいた。 ヒの時の一種の敗北感は,瞬 間であ6た にし
一12一
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て も,ソ ー ロウに 孤 独 の 深 淵 を の ぞか せ た に違 いな い 。 ウ ォル デ ソ池畔 を去 っ
て か ら の ソー ロウは,個 人 主 義 者 とい う限 界 を破 る こ とは で きな か 珍 たが,コ
セカ










同時に,複 雑で神秘的である。 ソーロウが 『ウォルデン』の終 り近 くで次のよ
うに書いたのは,こ の意味においてであった。 「あなたの言葉を他人が理解で
きる ように話すことを,イ ギリス人なり,ア メ リカ人なりが求めるならば,、そ
れは馬鹿げたことだ.燗 も,ぎ のこも,そ う簡単に育つものではな瑠 し
か し,ソ ーロウにとっては,人 生の目的は個人的 とか自然的であればいいので
はなくて,人 生を支配するより高い法則を発見することであった。そのために
は,自 然に接近す る時に 「自然は克箙するの℃困難なものであるが,克 服 しな
ピむ
ければならない」 と 「より高い法則」のなかで書いた。しかし,彼 は精神世界
がその奥に存在すると信 じなが ら自然の壁を打ち破ろ うとして敗退した。彼も
現実の壁の背後に迫ろ うとして敗北したエイハブであった。
IV東.洋
厂より高い法則」のなかでもっとも重要なことは 「光」 と 「神の雫」 と呼ば




た春の朝,ウ ォルデン池は既に存在 していて,霧 と南風とに伴なわれた春雨の








か。ウォルデン池は コンコー ドがその冠につけた最高の宝石である」 と書き,
また,rホ ワイ ト池 とウォルデン池とは清浄すぎて市価をつけられない。それ
らは,少 しの不浄 も含んでいない。それ らはわれわれの生活よりも,ど れほ冨










所にするために生まれてきたのではなく,よ かろ うが悪かろうが,そ のなかで
(moi














から,社 会と文 明のほ うが孤独と自然 よつも適当 らしいとい うことを暗示 した
点と宗教への一種の憧れを暗示 した点 とである。 「より高い法則」におけるソ




る。 『ウォルデン』には東洋風な色 と音と形が感 じられ るこ とは否定できな
い。ウォルデンの風景は,そ の松葉の長きは違っていたが,私 には日本の東北
地方を思わせた。この作品に見られる色は墨絵のようなと言えるほど抑えられ
た色である。音は単調であ り,形 は平面的である。 ℃厂この小さな湖は8月 の静
かな雨の合間には,も っとも趣 きの深い友人になる0そ の時には∫空気も水も
静まりかえって空だけが雲におおわれ,日 盛 りの時刻が夕方のような落 ちつき
をもち,つ ぐみがあた りで啼 き,さ らに岸から岸へ聞こえてくる。このような
湖はこういう時にもっとも鏡のようである。湖面の上の空気の澄んだ部分は狭
く,暗 い雲が迫っているので光 とその反射に温れた水面は一層尊 く見える地上
くの
の 天 に な る」 とか,'厂 ウ ォル デ ンの風 景 は控 え 目で,た い へ ん美 しか った が,、
雄 大 とい うには 遠 くて,長 期 滞 在 す るか,住 みつ い た人 で な い と強 い 関心 は も
て な い。 … …… 魚 が 遠 くの空 中で3,4フ ィ ー トの孤 を画 くこ とが あ る
0水 を
飛 び 出 した とこ ろ に一 つ の き らめ きが 起 こ り,水 に落 ち る ところ に も う一 つ の
き らめ きが 起 こ る。 時 には 銀 色 の 孤 が全 部 見 え る こ とも あ る。 … 一 … この 池 で
は,あ や め が 岸 辺 全 体 に生 え,6月 に な る と蜂 鳥 が訪 れ る。 この 青 み の勝 ちた




厂今 臥 この夏の昼さが り,窓 辺にいると,鷹 が私の畠の付近で輪を画いて
いる。私の視野をかすめて2,3羽 とんだ り,家 の背後の白松の枝にせわしな
おむ
く とま る野 鳩 の 翼 が 大地 を 鳴 ら して い る」 とか,「 湖 のす べ ての 木 の葉 ,小 枝,
石,く もの 巣 は,今,午 後 の な か ほ どだ が,春 の 朝 の露 に濡 れた よ うに 光 って
い る。 オ ール の 一 つ 一 つ の動 き も虫 の 動 き も光 の き らめ きを作 る。 も しオ ール
=15一
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炉水中に落 とされると,何 とい う美 しいこだまが生まれ る ことだ ろ う」 とか
書いている。また,「 時には松林を散歩する。松は神殿のように,あ るいは,
うねる枝をもち,光 でさざなみ立つ,す っか り艤装 した海の船隊のように,や
ゆゆ
さ し く,緑 色 に,深 い影 を落 と して い る」 とか,「11月 で あ る。 北風 は 池 を 冷
や しは じめ た。 … … 池 が一 面 に氷 って し ま う数 日前,い や,数 週 間 も前 か ら,
そ の も っ と も 日陰 の,そ して,::F.一 い 入 江 で,表 面 の薄 氷 が 水 面 に 張 りつ め
た 。 は じめ の 氷 は と くに興 味 が あ り,完 全 で,か た く,黒 っぼ く,透 明 で,水
底 の浅 い と ころ を 調 べ るの に絶 好 の機 会 を 与 えて くれ た。 わ ず か1イ ソ チ の厚
さの氷 の 上 に 水 面 の 水 す ま しの よ うに長 く寝 そべ って,わ ずか2,3イ ンチ先
の水 底 を ガ ラ ス越 しの 絵 の よ うに眺 め る こ とが で きた」 な ど と語 っ て い る。 さ
らに,「 ウ ォル デ ン池 の小 が ます が氷 の上 に横 たわ った り,漁 夫 が氷 の 上 に 水
が 入 る よ うに作 った 小 さな穴 の な か に 小 が ます が い る のを 見 る と,私 は いつ も
お と ぎ話 の 魚 の よ うな稀 な美 し さに 驚 か され る。,・・… そ の魚 の 色 は松 の 緑 色 で
もな く,石 の 白色 で もな く,空 の青 色 で もな く,そ うい うのが 世 の中 に あ りう
るな ら,も っ と貴 重 な花 や 宝 石 の よ うな 色 を も って い る よ うに私 には 見 え る。





である。ウォルデソの風景だけでなく,彼 の感覚 も東洋的であった。 しかし,
厂より高い法則」の後半で彼は東洋の思想家の言葉を引用しているが,そ れ以
上のものはなく,彼 の宗教性 と言っても宗教そのものとは無関係 であ る。 結
局,よ り高い法則 とは禁欲生活のことにすぎない。彼は物質世界に対しても,
精神世界に対 しても,極 めて不十分な認識をもつにとどまった。 自分の周囲を









強調した り,彼 を二x-・ イソグラソドのヨガ行者と呼んだ りするのは誤解で
なウ けの
あ る。 例 えば,ク リス テ ィの研 究 に して も,ク ル ーチ の 説 に して も,全 面 的 に
は黻 できない.ソ ー ウを東洋的なネ申秘蟻 者にしているコ。プの読 にな
る と,ほ とん ど理 解 で きな い。 ソー ロウに は 東 洋風 な と ころ カミ偶 然 あ った と い
う程 度 だ と結 論 で きる。
V三 面 性





ぽ,社 会的であることが人間の特徴であ り,長 い年月をへて現在の人間ができ
たのだから,社 会の刺戟を絶えず受けてきていると同時に,社 会に対 して刺戟
を絶えず与えてきたとい うのであった。それゆえに,ウ ォッスンにとっては道
がウ
徳 こそ不可欠のものであった。これに対して,ソ ーロウは道徳 とは不健全なも
ので,罪 を悔いる人は勇敢ではあ り得ないと主張 した。未来のために現在に生
きることを信条 とするソーロウにとっては,他 人の批判に熱中することは無意
味であった。 ソーロウは,厂 隣人達が善だと言 うことの大部分を私は心の奥で
悪だ と信 じている。もし,後 悔することがあるとすれば,お そらく,そ れは私
の善行のためである。あれほど善良に振舞 うとはなんとい う悪魔にとりつかれ
おの
たことだろ う」 と言 った。 自分のことだけに専念すべきだと考えたソーロウか
ら見れば,教 会も政府 も正面から立ち向か うだけの価値がなく,「 それ らを否
ぢカ
定する役目は自分の背中にまかせれぽいい」のであった。 もし,自 分と融和し





人間の経験は局部的であ り,し かも,そ のすべてが惨めな失敗にすぎない とソ
セあ
一ロウは信 じた。さらに,社 会の影響を無視することが人間形成には必要だ と
さ>x彼は考えた。 ソーロウは生涯の大部分を コンコー ドですごし,少 数の人び
とと交際 し,自 分の道を直進したので,社 会に対する彼の視野は驚 くほど狭か











ら発揮 されるのだとソーロウは考えた。それゆえに,友 人関係を増加した り,
複雑化した りしても無駄で,有 効な程度の友人をもてぽいいと考>xた 。この個
人重視の考え方と簡易生活 とを結びっけて,彼 は自由を最重要視 した。彼の簡





る自然詩人 ソーロウと 『市民の反抗』や 『ジョン ・ブラウン隊長弁護』などに
見られる社会批評家 ソーロウを比較 してみると,彼 の本質は間違いな く前者に
ある。個人の心の改革を求めることに終始した ソーロウは,ブ ルック ・ファー
ムやフルートランズな どとい う当時流行の新 しい村運動の精神に賛成はして
も,実 際に参加するとい うことはなかった。 ウォルデン生活で示 された ソーロ
ウの政治無関心は 『市民の反抗』 で一変したように見%..るが,実 はそ うでな
い。 ソーロウは外見的には彼なりの政治観を披露 した。この無抵抗主義 と反抗
精神(実 は無関心である)が ガンジーやアメリカの黒人運動指導者達に共鳴さ
れた。 『ジョン ・ブラウソ隊長弁護』では,純 粋な人びとの急進的改革支持者
一18一
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ソ▽ ロウは,ブ ラ ウ ンの行 動 に共 鳴 した か ち ブ ラ ウ ンを弁 護 した ので あ った。
ブ ラ ウ ンが実 力行 使 に よっ て悪 と戦 った ハ ーパ ー ズ ・ブ ェ リー事 件 を ソ ー ロ ウ
は 正 当だ と評 価 し,保 身 に汲kと す る政府 や 市 民 達 を 非 難 した 。 しか し 彼 は
宮 分 の 主 張 を続 け は した が,ブ ラ ウ ンを 実 際行 動 に よって 援 助 す る こ とは な か
った 。 ソ ー ロ ウに は政 治 問 題 の現 実 的 解 決に 参 加 す る意 志 は 毛 頭 な か った の で
あ る 。講 演 「ジ ョゾ ・ブ ラ ウ ン隊 長弁 護 」 を作 品 として 読 む と∴ 伝 記 的 誤解 が
あ った り して 粗 雑 であ る。 また,ソ 話 ロ ウは ブ ラウ ンを よ く知 って い る よ うな
話 しぶ りを して い るが,こ れ も事 実 で は な い。 ソー 只ウは ブ ラ ウ ンに2度 会 っ
た に す ぎ な い。 最 初 は サ ン ボ ー ンの家 で顔 を見 た 程 度 で あ った 。2度 目は1857
年にサンボーソのはか ら曳岻 ゆっくりブラウンと語ることができ恩 サンボ
ー ンは,rそ の時の様子を 「約束の日の正午にブラウンは ボス トγか ら到着し
て,当 臨 父の家族の一員として駅か らあまり遠 くないところに住んでいた ソ
ら一ロウの家で食事を共にした。 ブラウンとソ高浮ウとい う2人 の理想主義者は
奴隷制度を援助する政府に反抗していたので,初 対面から友人になるこ とがで
きた。食後に2人 がカンザスにおける国境戦のことや,そ れにブラウンが参加
したことなどを話している時,エ マスンが用事で来訪 した。 こうして3人 は同




しているように見せかけ,ブ ラウンの戦略家ぶ りを強調しながら,(ブ ラウン
調査の不備や粗雑さを気にしたのか も知れないが)意 外に低姿勢な態度で話を






した ソーロウ自身の意見であったことに注 目しなけれ ば な らな い。 そのため
一19一
に,ブ ラ ウ ン の正 しい 伝記 は無 用 であ り,ソ ー ロラが好 ま しい と思 うブ ラウ ソ
像 を 描 き さ えす れ ば よか った。 実 は,ソ ー ロウは ブ ラ ウ ン とい う人 間 を無 視 し
て,ブ ラ ウ ンが 抱 く理 念 に賛 成 した にす ぎ な い。 さ らに,ブ ラ ウ ソを利 用 して
ピ ュー リタ ン と西 部 開 拓 者 を 結 び つ け よ うとさ>xし た 。 ソ ー ロ ウは,「 今,私
は ブ ラ ウ ジ とい う名 を 聞 くと,こ の名 は よ く耳 にす るの だ が,ま た,
と くに 勇敢 で 真 面 目な人 の名 を 聞 くと,ま ず,ジ ョ ソ ・ブ ラ ウ ンを 思 い 出 し,
そ の 人 が ブ ラ ウ ソ と関係 が あ るの で は な い か な ど と考 え る。 私 は 至 る とこ ろで




た。これは,彼 にとっては,野 性や精神は関心の的になったが,現 実の政治問
題は関心の的にはな らなかったことの証拠である。 厂先日,白 い水蓮の香 りを
かいで,私 が待っている季節が来たことを知った。 この花は清純の 象徴であ
る。……この花の香 りは,な んと私達の希望を強めて くれることであろ うか。
奴隷制度 と北部の人びとの臆病 と無節操にもかかわ らず,こ の花のために,こ
ゆゆ
の世に急いで絶 望す るの は よそ う」 とか,「 奴隷制度とか奴隷根性 とかは真
の生命を もたないか ら,人 間の感覚を楽しませるような香 りのいい花を毎年咲











ているが,そ れは深さと純粋さとを高 く評価したからにほかならない。 ソーロ
ウは浅薄で不純に思えた社会を嫌い,無 政府主義者ではないと 『市民の反抗』
ほふ







して吸収 してしまうようなものでなければならなかった。そ うい う相手に直面





う点を捕}xて,エ マスソはソξ一貢ウをYesよ りもNoを 多 く言 う男だと批判




のようであった」 と述べ,そ れに加筆修正を加えた文章のなかで 「ソーロウほ
感情を意志で抑制 した風変 りな禁欲主義者であった」 と書いた。オールコット





的ではなく,物 を物 として眺め,そ の価値を認めた。真実探求を具体的な自然
観察を通 して行なうソーロウの態度はエマスンめ態度 とは全 く異っていた。 ソ
叩 ウが もっと瞹 したものは,嫺 に汚染されていない大蘇 であった。両












の通 りである。彼自身の言葉を借 りれぽ,彼 の至福の世界 とは,「 甘美なタベ






ろ う乏し℃ 物質世界を捨てきれない ソーロウは苦悩 した。観念論者工ぐスン
の よ うには,自 分の世界を創造 して物質を支配するということは ソーロウにと
てらごてできないことであうた
。一精神も物質も捨て切れないということは 自分の立
場カミだ くなるとい うことである。そ うなれぽ,積 極的に自分の立場を…捨てる以
外 に方法はないであろう。'自然 と融和するためには,.自分の立場を捨てて自然
のマ部にな りきるとい う受身の姿勢が必要である。 厂自己信頼 とは神への絶対
血o訃
的帰依のことである」 と言ったエマスンと同様に,ソ ーロウも偉大なものに対
面 した時には,官 由とは服従す ることだ と考えるようになった。









とは無関係に生きた。rウ ォルデソ』に書いたように手足が冷>xて ゆ くのを実





向へ文明社会の潮流の方向転換を策 して敗北 した。 ソーロウは一枚の板で大河
の流れを逆転 させ ようとした男であった。物質文明に汚染された人びとは,光
と神の雫であるウォルデン池と同様に現実離れのした透明な 『ウォルデソ』を
神の妙薬 として読むのである。この点を捕えて,ホ ームズはソー⇔ウを 厂時代
なお
の流 れ に逆 らった 文 明破 壊 者」 と呼 ん だ の で あ った 。 しか し,・ こ れ と は反 対
に,ヘ ソ リー ・ミラ∵は 「随落 した文 明社 会 か ら見 る と,'ゾ ≧ ロ ウは昔 の ロー





精神的にも援助 してくれる友人があった。 自分に満足した ソーロウを独善的だ
と批判する人ばソーロウを羨望する人ではないかと思われる。 ソーロウが 「生
活を単純化するにつれて,宇 宙の法則 も複雑ではなくな り,孤 独は孤独でな
く,貧 困は貧困でなく,虚 弱は虚弱でなく,空 中楼閣を築 ぐことも無益ではな
い。楼閣は空中にあるべ きものである。その下に土台石をさしこめばいいだけ
働
である」 と言った時,自 分の世界は空中楼閣であることを夢想家 ソーロウは認
め,そ れ と現実を結ぶためには土台石をさしこめぽいいめだと実行家 ソーロウ
は信 じた。そして,結 局,彼 は土台石をさしこめないで敗北した。しがし,彼
がソーロウとい うあまりにも鮮明な旗印を押 し立て,満 足だとい う言葉を残 し
て世を去 るまで,致 命的な不平不満を知らずに生き抜 くことができたことは幸
運であったと言 えるで あろ う。大西部に死んだ平原児 レザー ・ス トッキング
も,「 おおザソテの花 よ!」 と歌ったポーも,モ ウビィ・ディックに槍をつけ
たニイハブも,エ マスンも,ソ ーロウも,す べて真実を追求 して敗北した19世
紀前半のアメリカ文学の花であ り,星 であ り,夢 であった。真実 とはなにか。




ワシ ン トン ・ポ ス ト紙 の コル ー7ン ・マ ッカ ー シ ーは 『ウ ォル デ ン』 を 「健 全
な社 会 観 歴 史 観 明 晰 な 文章,鋭 い批 評 な ど,ソ ー ロウは 隣人 の 目を さ ます
雄 鶏 の よ うな ア メ リカ文 学 の 巨 匠 の 一 人 だ … …今 や 文 明の 過 剰 な豊 か さが ア メ
リカを破 滅 へ と導 い て い るの で,「 単 純 に,単 純 に せ よ」 とい う 『ウ ォル デ
ン』 の言 葉 を 顧 み な け れ ば な らな い。 昔,ソ ー ロウは コン コ ー ドの人 び とを哀
れ ん で,「 自分 が 使 う道 具 の 道 具 に人 間 が な って い る」 と言 った。 現 在,わ れ
ロリさ
わ れ に必 要 な ものは 新 鮮 な 空 気 と霧 だ」 と実 行 困 難 だ が も っ と もな こ とを 書 い




メ リカ ・ソー ロウ協 会 元 会 長 の ロビ ンズ は溜 息 を つ いて,「 見 給 え,ビ ール の
空 か ん,煙 草 の 吸 殻,犬 猫 の 騒 ぎ,森 に唸 るオ ー トバ イ,ヌ ー ド遊 泳 者 な ど∴
…」 と語 った 。417エ ー カ ー の ウ ォル デ ン地 域 の 正 しい使 用 法 に つ い て 長 い 議
論 が 重 ね られ た 結 果,50年 間 郡 立 公 園 で あ った こ の地 区は1975年 に州 立 公 園 に
移 管 され た 。 ロビ ン ズに よ る と1970年 代 に ウ ォル デ ソ池 周 辺 の騒 音 が ひ ど くな
っ た とい うこ とで あ る。 州環 境 局 は ソ ロー ヴィ ア ン達 の要 求 と レ ク リエ ー シ ョ
ンに こ こを 訪 れ る年 間 の べ632,000人 の 要 求 を ど う調 整 す るか が 問題 だ と語 っ
ロゆ
ている。州森林公園局長ブリスによると,「 ここは州立公園であ り,こ の地域
には水泳場が多 くはない。 今,水 泳に使っているのは142エ ーカーの池の地域
(ウ ォルデン池本体は61.5エ ーカー)の ごく一端にすぎない。まだまだ野趣を
残 しているところが多い」とい うことである。ブリスはロビンズの指摘を認め
て,警 察活動を不活撥だと言っている。石碑がその所在地跡を示 しているだけ




た安全な小屋を作れとい う人びともいるが,そ れでは ソーロウの小屋の意義に
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反 して し ま うだ ろ う。
1922年 に ウ ォル デ ン池 の地 域 の大 部 分 を 所 有 して い た エ マ ス ンの子 孫 達 が,
この地 域 を特 別 保 護 地 域(reservation)と し て ミ ドル セ ッ クス郡 に使 用 を まか
せ た。 そ の 時 に は水 泳 とボ ー トを 許可 す る が,球 戯 とオ ー トバ イ,キ ャム プ ・
フ ァイ ア,土 地 開 発 な どを許 可 しな い と特 定 した。 昔,ソ ー ロ ウ 自身 は この 池
で泳 いだ り,ボ ー トを 漕 いだ りした。 ほ とん ど無 断 で郡 当局 が100本 の木 を引
き抜 き,遊 泳 者 の た め の 道 とハ ウスを 作 る 目的 で 池 の 斜面 を切 り開 いた のが
1957年 で,こ の 時,ウ ォル デ ン池 の使 用 を め ぐって 問 題 が 起 こ った。 道 が 出来
れ ば,バ ス の観 光 客 は 池 か ら70フ ィー トの とこ ろ で車 を 降 りら れ る ヒ と に な
る。 人 び とは怒 り,ソ ー ロウ協 会 は 委 員会 を作 っ て この 開発 に対 抗 した。 こ こ
を歴 史 研 究 に 訪 ね る人 び とは ニ ュー ヨー ク,ミ シ ガ ン,フ ロ リダ を は じ め 遠
く外 国か ら来 る人 び とで,地 元 マ サ チ ュー セ ッツ の人 び とは極 め て少 な い とい
うのが 実 情 であ った 。 急 進 的 な ソー ロ ウ愛 好 者 達 は 「ウ ォル デ ン野 趣 保 存 委 員
むエカ
会」を作って,こ の地域を州立公園としては使用させず,自 然環境に戻せ と主
張 した。 しかし,エ マスンの子孫DavidEmerson達 はウォルデン地域の使用
を,許 可 された少数者に限ることには同意しないと言明した。ロビンズは 厂公
園使用料金2ド ルを払お うとしない人達にはどう対処すれぽいいのだ。 こめ連
中はソーロウの納税拒否の話を利用 して,ソ ーロウならぽこの公園使用料を強
制す る州当局を許 さないだろうと抗議する。……ソーロウは市民の反抗をいい
ことだと信 じていたが,自 然の野趣を保護するというごとになれば,い ささか
の市民の服従を望む ことだろう」 と言った。
ウォルデン地域の保護は極めて困難な問題だと思われる。たしかに時代は驚
くほど変った。 しかし,い つの日か,ウ ォルデン池周辺に誰も来な くなるとい
うことが起こるかも知れない。現在から想像できる未来は時間的に知れたもの
である。 過去100年 間に多 くのす ぐれたソーロウ研究が発表 されたが,そ れら
はいつか踏み越えられてゆく里程標である。100年 後には新 しい 『ウォルデン』
の読み方もソーロウ観も生 まれることであろ う。 しかし,今,私 が思 うのはソ
ーロウは自己満足の人であった ということである。そして,少 数の聖人賢者が




ヘ ン リー ・ソー 比ウ協 会 会 長 の任 期2年 満 了 に際 して め 私 の ソー ロ
ウ観 であ る。)
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.⑳.TheThoreauSociety(あ う 小 グ/L-一 プ が 譯 立 し た ち の で ・ コ ン コ ー ドで 年 次 大 会
F
を 開 催 し,季 刊 誌 と 不 定 期 小 冊 子 を ア メ リ カ 内 外 に い る 約500人 の 会 員 に 配 布 した 。)
鱒 上 記(注)と は 別 に1930年 代 末 にNorthCarolina大 学 のRaymondAd穃sが 私
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鋤FrankBenjaminSanborn(ハ ー ヴ ァー ド大 学 を 卒 業 し て1855年 に コ ン コ ー ドに 住
み,私 立 学 校 経 営 を は じ め た 奴 隷 制 度 廃 止 運 動 家 で,ソ ー ロ ウ と は 数 年 間 に わ た っ て




ブ ラ ウ ン埋 葬 式 の た め の も の で,ソ ー ロ ウ の 病 気 に よ つ て 代 読 さ れ た 。 前 年 末 頃 に 書
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か れ た も の だ と言 わ れ る 。)
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